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抗コレラ毒素抗体, ウサギ血清      

64-007    100 μl,        
    

コレラ毒素はコレラエンテロトキシンとも呼ばれ、激しい下痢を伴う食中毒を起こす通性嫌気性のグラ

ム陰性菌 Vibrio choleraeが産生する。コレラ毒素は分子量 27.2 kD の Aサブユニット 1分子と 11.6 kD

の Bサブユニット５分子からなる複合体である。コレラ毒素は Bサブユニットを介して、標的細胞表面に

あるガングリオシド GM1 に結合し、細胞内に取り込まれる。細胞内で分離、プロセスされた A1 が G タ

ンパク質の一つである促進性 G タンパク質(Gs)のαサブユニットを ADP リボシル化し、アデニル酸シク

ラーゼの持続的な活性化を引き起す。 

高度に精製されたコレラ毒素をウサギに免疫して抗コレラ毒素抗体が作成された。 
 

用途:  

1. ウエスタンブロッティング (1/2,000 希釈)  他の用途は試されてない 
                   

抗原: Vibrio cholerae 569B株の培地より精製されたコレラ毒素 
 

形状: 0.05% sodium azide 添加血清 
 

保存: 4℃で出荷、-20℃で保存。凍結・融解は避けるべきだが、必要な時は急速に行う。 
 

データリンク:  UniProt KB Cholera toxin 
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図左  コレラ菌培養液の SDS-PAGE 

 Vibrio cholerae 569株細胞抽出液を還元条件の下に電気泳動し銀染色を行った。 

図右  コレラ菌培養液のウエスタンブロッティング 

Vibrio cholerae 569株細胞抽出液を還元条件の下に電気泳動し、この抗体を用いたウエスタンブロッティングを行

った。Aは未切断の前駆体、A1 は切断されたサブユニット、A2サブユニット（５ kDa）はゲルから流れ出てみれ

ない。ＢはサブユニットＢである。 
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